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論文審査の結果の要旨

本論文は，犠牲陽極方式の電気防食が鉄筋コンクリートに対しでも十分に効果を有することを明

らかにし、外部下首源方式の屯気防食の二次的効果として鉄筋周囲の腐食環境が改善されること、そ

れにより、電気防食の効果は時間の経過とともに徐々に大きくなり、鉄筋表面の不動態の状態も徐々

に改善されることを明らかにしている。これらの結果は、コンクリート中の鉄筋の電気防食の合理

的設計の確立に大きく貢献するものである。

よって，本論文はコンクリート工学および維持管理工学上寄与するところが極めて大きく，博士

（工学）の学位論文に値するものと認める。


